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はじめに

　NHKで 放 送 されて い る韓 国 ドラマ 「宮廷 女 官 チ ャ

ングムの誓 い」が,日 本 人 に馴 染 み の ない韓 国 の歴 史

ドラマ に もか か わ らず 高 視 聴率 をあ げ,韓 国文 化 の

理解 に役立 って い ると聞 く。日本 語版 監修 としてお手

伝 い した私 に とって もうれ しい ことだ。

　 この ドラマ は 『朝鮮 王 朝 実録 』に記 録 され る 「長今

(チ ャングム)」とい う人物 を題材 に して作 られ た ドラ

マ で あ る。「長今 」は 医女 として 存 在 した が,宮 廷 で

料 理 を した とい う記録 は ない 。ドラマ の 「水戸 黄 門」

が 史実 で ない ように,「宮廷 女官 チ ャングムの誓 い」も

エ ンター テイメントとして見 て欲 しい。

　 とはい え,全 く荒 唐 無稽 の話 で は ない 。韓 国 での

ドラマ制 作 にあ た って,料 理 につ い ては宮 中飲 食研

究 院の初 代 院長 で あ る黄慧 性 の長 女,韓 福 麗が 監修

した 。黄慧 性 は,最 後 の宮 廷 尚宮 であ り1971年 に第

38号 「朝 鮮王 朝 宮 中飲 食」技 能 保 有者 となった韓 煕

順 に宮 廷 料 理 を習 って い る。 この あ た りの 事情 は,

黄慧 性 ・石毛 直 道 に よる 『[新版]韓 国 の 食』(平凡社

ライブ ラ リー,2005年)を 参 照 され た い。そ して,こ

の韓 煕 順 こそが,ド ラマ のハ ン尚宮 の モ デ ル とな っ

た といわ れてい る(写 真1)。

　 さて,こ の ドラマ の 人 気 の 理 由 は何 な の だ ろう。

主人 公 チ ャングムの け な げ さ,ミ ン・ジ ョンホの りりし

さ,そ の彼 に想 い をよせ つ つ も家 門の た め に生 きね

ば ならぬ クミョンのせ つ な さ,彼 らをとりまく登 場 人物

に 自分 をだぶ らせ て 見 る入 も多 か った とい う。なか

で もチ ャングムの 師 で あ るハ ン尚宮 と,そ の ライバ ル

のチ ェ 尚宮 の 人気 は,主 人 公 た ちにお とらぬ もの で

あ った。

写真1　 宮 中飲食研究 院初代院長 の黄慧性 先生(左)と

　 　　 ドラマのハ ン尚宮の モデル となったとい われる

　 　　 韓煕順 尚宮

　 この 二 人 の 尚宮 が 火 花 を ちらす 「水 刺 間」,そ こは

宮 廷 の 台所 であ る。 ここで繰 り広 げ られ るドラマ の

なか か ら,私 た ちは韓 国 の 食 文化 を読 み とることが

で きる。「料理 に大切 なの は才 能や 技術 よりも真心 で

あ る」「お い しい もの と体 によい もの は同 じで なけ れ

ばな らな い」「味 噌の 味 を守 ることは国 の安 泰 を保 つ

ことであ る」「王 の 食事 は,民 の役 に立 つ もので な け

れ ば な らな い」。 こうした ハ ン尚宮 の言 葉 は,韓 国料

理 の真髄 を表現 して い る。

　 ここで は 「宮廷 女官 チ ャングムの誓 い」の なか か ら,

「薬 」(二身体 によい もの)と 「情」(=誠 意 を込め て)と
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写真2　 水刺床(膳)

い う2つ の漢 字語 をキー ワードとして韓 国 の食文 化 を

概 説 してみ よう。

1.薬 一身体にいいもの

　 チ ャングムの監 修 をするに あ たって,い くつ もの文

献 にあ た った。そ の なか に ドラマ とは 直接 関係 をも

た ない が 同名 の 小説 を見 つ けた 。キム ・サ ンホ ンの

『チ ャングム』(ハヤカワ文 庫,2004年)で あ る。 その

一 節 に
,王 の食事 につ い ての描写 が あ る。

　 「水 刺 の飯 は 白飯 と赤 飯,そ して汁 物 はわ か め汁

とコム タンで,そ れ らも水刺 膳 の他 の料 理 と同様,す

べ て 国王 の 玉体 に配 慮 して作 られ た もの だ。小豆 の

ゆで汁 に蠕 米 を入 れ て炊 いた赤 飯 は,小 腸 で食物 が

滞 るの を防 ぎ,尿 の出 をよくして,体 に蓄積 した熱 を

下 げ る働 きをす る。儒 米 と小 豆 を使 うの は,陰 陽五

行 説 に いう温 陽 の効 果 を狙 った もの だ。わ かめ汁 は

血 をきれい にし,宿 便 を排 出 し,動 脈 硬 化 や心 臓 病

など を予 防す る効 果が あ る。 また,コ ンタンは活力 を

高め る優 れ た効 果が あ る。(中略)基 本の 菜 に あた る

鍋 料 理 のム ジョッククは,大 根 を牛 肉の澄 まし汁 で ゆ

でて か ら,ア ミの 塩 辛 の汁 で 味付 け をした料 理 であ

る。大 根 は 胃腸 の 気 の高 まりを鎮 め,滞 っ た食物 を

流 し出す 働 きが あ る。牛 肉 は脾臓 と 胃を守 り,筋 と

骨 を丈 夫 にする。味付 けに使 うア ミは性 欲 を促 進 し,

産 婦 の 乳 の 出 を良 くす る。 また,大 根 と牛 肉 は 陰の

気 が 強 く,ア ミは陽 の気 が強 い ため,ム ジ ョッククは陰

陽が よく調和 した料 理 であ る」とい うものだ 。そ して,

「この ように,国 王 の水刺 膳 は料 理一 つ 一つ に宇 宙の

原 理 が込 め られて い ると言 って も過 言 では なく,そ の

す べ て が 道理 に基 づ き,誠 心 誠 意作 られて い た」と

結 ば れ る。(写真2)

　 この文 章 の 中に,韓 国料 理 の キー ワー ドが 隠 され

てい る。

　 そ の一つ が,「陰 陽五 行説 」だ。古 代 中国 で生 まれ

た世 界観 で,宇 宙 の万 物 は 陰陽 の二 元 の変 化 に より

生 成 す るとす る 陰 陽 説 と,万 物 を支 配 す る木 ・火 ・

土 ・金 ・水 の 五 元 素 の 盛 衰 に よって変 転 す るとす る

五 行説 の二 概念 が総 合 され た もの であ る。

　 陰 と陽 につ い ては,す で に引用 文 に例 示 されて い

るので おわ か りだ ろうが,陰 と陽 をよく調和 させ た料

理 が王 の膳 に載 せ られて い る。

　 五 行 説 とむす びつ くの は,「五 味 五 色」とい う宮 中

料 理 の基 本 的 な考 え方 で あ る。 酸味 ・苦 味 ・甘 味 ・

辛 味 ・塩 味 の 「五 味」,そ して青(緑)・ 赤 ・黄 ・白 ・黒

の 「五 色」をあ わせ た言 葉 だ。これ らの 五 要 素 が バ

ランスよく保 たれ た状 態 を,物 事 の平静,心 身 にお い

ては健 康 と考 え るた め,料 理 に おい て も五 味五 色 を

バ ランスよく配置 す るのが よしとされ た。

　代 表 的 な例が 宮 中料 理 の一つ 「九節板 」だ(写真3)。

小 麦 粉 を水 で 溶 い て 薄焼 きに したチ ョンピョンに 八

種類 の具 を巻 い て食べ る。青(緑)の 具 に はキュウリ

や ズッキー 二の ナム ル,赤の 具 にはニ ンジンのナムル,

黄 色 の具 に は卵 黄 の錦 糸 卵 や モヤ シ,白 い具 には卵

白の 錦 糸卵 や キ キ ョウの 根,黒 い具 には 牛 肉や シイ

タケを用 い る。 五味 五色 をバ ランスよく摂 取 で きる料

理 だ 。宮 中料 理 の代 表格 とされ る 「神仙 炉 」も,五 味

五 色 の原 則 に則 って,山 海 の珍 味 をひ とつ の鍋 に盛

り込 んでい る(写 真4)。 口を悦 ばす材 料 が たくさん 入

って い るとい う意味 で 「悦 口資 湯」と呼 ばれ た。(八田

靖 史(監 修佐 野 良一)『魅 力探 求!韓 国料 理』小学 館,

2006年)

　 もう一つ が 「気 」だ。漢方 で は人 間の 身体 には 「気 」

が 縦横 に か けめ ぐって い ると考 えられて い る。専 門

用語 では この 「気 の道 」を経 絡 とい う。気 には陽 の気

と陰 の気 が あ り,こ の 陰陽 の バ ランスが とれ て い る

状 態 を 「中庸 」とい う。「中庸 」とは健 康 な状 態 をさす

言 葉 。しか し,体 内 の 陰 陽の 気 の バ ランスが 乱 れ る

と具 合 が悪 くなり,は な はだ しきに いた っては病 気 と

なる,と い うもの で あ る。(渡辺 吉 鋳 『韓 国 言語 風 景 』

岩 波新 書,1996年)

　 これ らの概 念 をより具体 的に食 の 世界 に映 し出す

の が 「薬 食 同 源」で あ る。この 言葉 を在 日朝鮮 人二

世 の料 理研 究 家 の ジョン・キョンファが祖 母 や両 親か

ら受 け継 い だ食 生活 を綴 った 『キムチ の味』(晶文社,

1993年)の 冒頭 で,次 の ようにわ か りやす く説 明 して

い る。「にん にく,唐 辛子,ね ぎ,ご ま,そ して ご ま油。

生 まれ た ときか ら体 に い い もの ば か りを毎 日た っぷ

り食べ 続 けて い るのが 朝鮮 人で す。病気 に なった ら,
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写真3　 九節板

写真4　 神仙炉

薬 を飲 んで治 す ので は ない。 毎 日の 食事 で病 気 を防

く0こ れが 『薬 食 同源 』。 食べ物 はす べ て健康 を支 え

る薬 で あ るとい う考 え方 で,そ れが 食生 活 にそ の ま

ま生 きて い ます。 子 どもの ときか らず うっと,誰 もが

み ん な そ うや って 暮 らして きた。 だか らで しょうか,

朝鮮 人 はみ ん な,食 べ ることが大 好 き。 食べ もの は,

元気 の もと」とい うので あ る。

　 しか も,韓 国 の 薬食 同源 は,健 康 ばか りで な く,お

い しさも追 求 して い るようで あ る。「身体 にい い もの」

と「お い しい もの」が 同 じで なけ れば ならない。韓 国

語 で 「薬」のつ く食 べ物 をみ ると,そ れ が わか る。「薬

飯」は栗 や 喪 な どの乾 果 を蜂 蜜 と混ぜ て 炊 い た飯 。

「薬水 」は薬効 の あ る泉 の水 。「薬 酒」は濁 り酒 に対 し

て澄 ん だ酒 を意味 す る。「薬 果 」は小 麦粉 を蜂 蜜 と油

で こねて型抜 きした もの を油 で揚 げ た菓子 をさす。

　 「薬 」のつ く言葉 に,も う一つ 「薬念 」が あ

る。日本語 で 薬 味 と調味 の両 方 の役 割 を果

たす もの で,韓 国 語 で 「ヤ ンニ ョム」とい う。

この 「ヤ ンニ ョム」は 「薬 念 」とい う漢 字 語 に

は ならな いの だが,宮 廷 料 理 の 人 間国 宝 で

あ る黄慧 性 が 「薬 を念ず ると書 きます 」と当

て字 をしてい る。「ヤ ンニ ョムとい うの は,な

か なか魅 力 の あ る言 葉 だ と思 い ます。調 味

料 とい うよりヤ ンニ ョムとい った ほ うが や っ

ぱ りぴ った りす る。韓 国料 理の 味つ け は,食

べ 物 は薬 だとい うような考 え があ るか ら,ヤ

ンニ ョムを料 理 の 主 材 料,副 材 料 に合 わ せ

て,た らない もの を補 って,た い へ んお い し

く食 べ られ るようにす るの を原 則 とします。

か らだの ため にな るとい うことをい ちい ち説

明 しなくても,ヤ ンニ ョムが入 って いた ら,そ

の 食べ ものが た い へ ん い い役 割 を して くれ

ると信 じられ るで す 」(黄慧 性+石 毛 直 道

『韓 国の 食』平 凡社,1988年)と い う黄慧 性 の

言 を聞 くと,「ヤ ンニ ョムは お い しくなれ,身

体 に よくなれ と念 じなが ら使 わ れ るの で 薬

念 と書か れ る」と言 わ れ てい るようで,納 得

してしまう。

　 確 か に,「身体 にい い」は韓 国 人にとっての

殺 し文句 になる。韓 国か ら来 た 知 人 にぜ ひ

食べ させ たい オススメ料理 が あるのに,彼 は

いっこうに箸 をつけようとしない。こんなとき,

どうす れ ば よい か。「この 料 理 は 身体 にい い

か ら」と,まことしや か にその効 用 を説 いて聞

かせ た らよい とい った話 さえあ る。(林史樹

『韓 国 がわ か る60の 風 景』明石書 店,2007年)

　 身体 に いい ことと言 えば,栄 養 豊 富 な食 べ物 を食

べ た り強 壮 剤 を飲 んだ りして体 力 を増 進 させ ること

を韓 国語 で は 「補 身」とい う。そ の 「補 身」にスープの

意 味 の 「湯 」をつ けた 「補 身湯 」が,犬 肉 の スープだ。

犬 の 肉 を骨 ご と煮 込 み,ネ ギや ニラ,エ ゴマ を混 ぜ

た真 っ赤 な トウガ ラシの スープ で汗 を流 して 食べ る

と爽快 に なる。日本 で 土用 の 丑 に ウナギ を食 べ るよ

うに,韓 国 では暦 で い う上,中,末 伏 の 「三 伏」に,夏

バ テを防 ぐと好 んで食べ られ る。この 風習 は李朝 末

期 に書 か れ た歳 時記 にも書 か れて お り,昔 か ら夏 の

暑 さの盛 りであ る「三伏」に食 して い たことがわ か る。

「伏」の 日にこれ を食 す る理 由 も,先 に述 べ た 陰 陽五

行 説 に由 来す る。東 洋 医学 で は,犬 肉 とい う非常 に

熱 い性 質 の もの を人 間が 食 べ ると,陽 気 が高 まり虚
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の部 分 を補 う,と 説 い て い る。 五行 説 で は,犬 肉 は

火 に,伏 は金 にあ た るた め 「火 剋 金 」とな り,補 身 湯

を食 べ て暑 さに打 ち勝 つ とい うことに なる。また,暑

さで 衰弱 した体 は,熱 い性 質 の 犬 肉 を食 べ ることに

よって,す な わち 「以 熱 治熱(熱 を以 て 熱 を治 め る)」

の原 理 で,万 病 が 退 くことにな るとい うわけ だ。(李盛

雨 『韓 国料理 文化 史 』平 凡社,1999年)

　 薬 食 同源 とは い え,健 康 を保 とうとす る韓 国人 は

食事 だ け で は満 足 しない 。健康 を保 つ には,や は り

薬が い る。韓 国 の街 で は,「薬 」と書 か れ た薬 局 の看

板 が 目につ く。 そ こに は白衣 の薬 剤師 が風 邪 や腹痛,

二 日酔 いや 疲 労 回復 の 薬 を求 め にくる客 を待機 して

い る。 また,家 々の立 ち込 む路 地 か らは,漢 方 薬 の

匂 いが 流 れて くる。 暑 さ寒 さ,季 節 の変 わ り目,体 調

の悪 い とき,病 み上 が り,あ らゆ る場 合 に,漢 方医 の

処方 を得 て,家 で漢 方薬 を煎 じて 飲 む ので あ る。こ

れ を 「補 薬 」とい い,い わ ば 自ら薬漬 け にな って身 を

守 って い るか の ようで あ る。 韓 国 人 の 薬好 き,薬 信

仰 はか な りの もの で ある。

　 韓 国人 に とっての 「薬 」は何 な のだ ろ う。 実 は日本

語 で 「知 らぬが 仏 」とい うことを韓 国語 で は 「知 らぬ

が薬 」とい う。日本 人 にとって 「仏」は,御 利 益 をあた

えてくれ るあ りが たい もの で ある。韓 国 人 に とっての

「薬 」も,そ うい うものな のか もしれ な い。(拙稿 「韓 国

の薬 食 同源」『アジ ア遊 学 』No.2,勉 誠 出版,1999年)

2.情 一誠意をこめて

　幼 いチ ャングムにハ ン尚宮 が水 を汲 んで くるように

と言 い つ ける場面 を記 憶す る 人は多 い だ ろう。「たと

え水 で も器 に盛 られ た瞬 間か ら料理 に なる。(略)料

理 を作 るときは,食 べ る人へ の配 慮 が 一 番 だ とい う

こと,料 理 は人 の 気持 ちだ とい うこと」。 そ の後,皇

后 の世 話 係 だ った尚宮 の 看病 に出 され た寺 で,チ ャ

ングム は,幼 い 頃 ハ ン尚宮 に学 んだ 料理 の 心得 を改

めて認 識す る。「料理 は真 心 と手 間,そ れが すべ て な

のだ」。

　 料理 を作 るときだ けで なく,料 理 の 出 し方 にも真 心

が表 され る。韓 国で は 「お膳 の脚 が 曲が るほ ど」とい

う表現 が あ る。そ れ は もて な しの 心 を表 して い る。

例 え ば,「韓 定 食 」とよば れ る料 理 は,20余 りの 皿が

お膳 に並 ぶ。最 近 はフランス料 理 の ように,前 菜か ら

デ ザ ー トまで順 序 よく運 ばれ て くることもあ るが,そ

れ こそ 「お 膳 の脚 が 曲が るほ ど」たくさんの 料理 が膳

に供 されて一一度 に運 ばれて くる。

　 この韓 定食 は,「十二楳 飯 床」とい われ る宮廷 料理

の流 れ をくむ もの と言 われ て い る。「楳 」とい うの は,

ご飯,汁 物,キ ムチ,醤 以外 の 皿 に盛 るおかず の数 を

表す。「三楳 飯 床 」とい うの は 一一汁 三 菜 と似 て い るも

ので,庶 民 のお膳 だ。「五 楳 」は経 済 的 に余 裕 の あ る

人,「七楳 」は新 婚 夫 婦 の た めの お 膳,「九楳 」は 「両

班(貴 族 階層)」のお膳,王 様 に は 「十 二楳 」のお膳 を

出 した。

　 「韓 定 食 」に限 らず,韓 国 で食 堂 に行 くと,注 文 し

た アラカル ト料 理 だ け で な く,「ミッパ ンチ ャン」とい

い 基 本 の お かず がつ い てくる。そ の代 表 は キムチ。

ほ か にも小 皿 に盛 られ た ナム ル(和 え物),佃 煮 の よ

うな魚 の煮 物,生 のニ ンニ クや 青 トウガ ラシなどが テ

ー ブル を埋 め 尽 くす。 平 均 的 な 胃袋 の 日本 人 に は ,

すべ て平 らげ るの は至 難 の業 だ。仮 に無理 して小 皿

を空 にした とすると,今 度 はお代 わ りサー ビスをお見

舞 いされた りす る。

　 ご飯 の盛 り方 もそ うで あ る。韓 国で は 一度 に 山盛

りに よそ られて 出 され る。 まず は食べ られ るだ け の

量 をよそ い,も し足 りなけ れ ばお か わ りをどうぞ とい

う日本 の もて なしとは違 う。よそ られ た ご飯 を残 して

は い け な い と躾 られ て きた 日本 人 に は,あ りが た 迷

惑 で さえあ る。

　 日本人 が こうした韓 国の 習慣 に戸 惑 うの は,ひ とえ

に食べ 残 しす ることを嫌 うか らだ。 私 も子 どもの 頃,

食事 を残 す と「お百 姓 さん に申 し訳 な い」「残 した ら

バ チが あた る」と躾 られ た ものだ。しか し,韓 国 で は,

出 された もの を残 して もよい。

　 その 理 由として は,次 の ように考 えられ る。韓 国 の

伝 統 的社 会 で は儒 教 が 定 め た厳 格 な家 父 長制 で あ

り,食 事 にもしきた りを設 けて い た。特 に 「両 班」は,

まず 一 家 の主 人が 食べ,家 族 が残 り物 を食べ る決 ま

りが あった。それ は建 前 として も,父 親 は家族 に ご馳

走 を残 してあ げ ようとす る。そ うしたことが 現代 にま

で伝 承 し,残 す ことが美風 と考 えられ るとい うの だ。

　 さらに,出 され た料 理 を客 がす べ て 平 らげ ると失

礼 に あた るともい われ る。もし,す べ て平 らげて しま

え ば,そ れ は料 理 が 足 りない ことを意 味す る。 少 し

食べ 残 す ことで十 分 に もてな してもらった謝 意 を伝 え

ることに なる。 したが って 適 度 な食べ 残 しは,む しろ

喜 ばれ ることになるとい うのだ。

　 こうした習 慣 の基 本 には,家 庭 で も食 堂 で も,と に

か く大 量 な料 理 で もて なす の が礼 儀 だ とい う,韓 国

人 の もて な しの心 が あ る。この もて なしの 心 こそ,

「情 」だ ろう。

　 話 は少 し横 にず れ るが,韓 国 で 「おい しい」とい う
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の は,マ シイッタ(畏01皇1叫)と い う。 マ ッは 「味

(畏)」 で,イ ッタは 「あ る」,つ な げて マ シイッタは直

訳 すると「味 が あ る」にな る。この 「マ ッ」とい う言 葉

に よく似 た 言葉 に 「モ ッ(喫)」 が あ る。「モ ッ」は日本

語 に訳 す の はむ ず か しい が,「粋 」とい うような意 味

だ ろうか。 この モ ッに イッタ(あ る)を つ けるとモ シイ

ッタ(唄 。1銀 叫)と な るが,私 はこれ を日本 語 で は

「味 が ある」と訳す。つ まり,モ ッのあ る人 は 「人 間味」

の ある人 ということだ。

　 さて,こ の モ ッにつ い て,韓 国 の心 理 学 者 で あ る

サ 泰 林 は1970年 に刊 行 した 『意 識構 造0呈 薯 韓

国人 』(『韓 国人一 そ の 意識 構造 』高麗 書 林,1975年)

の 「韓 国 人の モ ッ」とい う章 で 「情 ・風流 ・義 理 ・諮 諺」

とい う四 つ の キー ワー ドを あげ て説 明 して い る。す

な わち韓 国人 のモ ッの一 つが 「情 」なので あ る。

　 話 を 「モ ッ」か ら 「情 」にもどしたが,こ こで 日韓 の

「情」の比較 をしてみ たい。

　 この 本 とほ ぼ同時 期 の1971年,当 時 ス タンフォー ド

大 学 の人 類 学 教授 で あ った ハ ル ミ・ベ フに よって 著

され た゜Japan二An　 Anthropological　 Introduction"

(『日本一 文化 人類 学 的入 門』社 会 思想社,1977年)に

は,日 本 人 の規 範 的価 値 として 「恩 ・義 理 ・人 情 」が

あ げ られて いる。

　 この二 つ の 本 を見 る限 り,韓 国 人 と日本 人の 精神

文化 は 「義 理 ・人情 」とい う漢 字語 にお い ては 共通す

る。確 か に,東 アジ ア にあ って 隣 り合 う両 国の 人 々

の情 緒 が 似 て い るとい うの は納 得 で きる。ことに西

欧 人か ら見 ると,同 じとみ えるか も知 れ ない 。しか

し,私 は どうも同 じ義理 ・人情 とい う言 葉 であ っても,

韓 国 と日本 で は その 意 味 す るところが 少 し違 って い

るように思 え る。

　 ちなみ に韓 国語 の 辞 書 で義 理 をひ いて み よう。そ

こに は 「道 義心,道 理,信 義 」と書 か れて い る。一 方

日本 語 の 辞書 は ど うだ ろう。一 つ は 「他 人や 世 間 に

対 し,つ とめ るべ き道 」とあ り,韓 国語 の 意 味 とほ ぼ

同 じで あ る。 しか し,も う一 つ,「浮世 の 義理 」のよう

に,「しなくて は ならない,つ きあ い」とい う意味 が付

与 され て い る。こうした意 味 は韓 国語 の 義理 には な

い。韓 国 で も日本 と同 じくバ レンタイン ・デー の義 理

チ ョコとい った風 習が あ るが,こ れ を 「義理 チ ョコ」と

はい わな いの だ。

　 で は,情 は どうだ ろう。日韓比 較文 化論 を専 門 とす

る金両 基 は 「韓 国人 は情 の深 さを大切 にするが,日 本

人 は情 の こまや か さを大切 にす る」と述 べ て い る(金

両基 『韓 国発見 』ベ ネッセ コーポ レー ション,1999年)。

私 もこれ に同意す る。韓 国に行 くと,な ん らかの 関係

性 をもつ と,あ たか も家 族 か親戚 とい った 「身 内」同

様 の 「情」をか け られ る。

　 一 方,幼 い頃 か ら「他 人 に迷 惑 をか け ない ように」

と躾 られ る日本 人 は,相 手 の ことを考 え,あ る線 を越

えな い ように 配慮 しつ つ 親 しくなる。「親 しき仲 に も

礼 儀 あ り」だ。韓 国 で は親 しき仲 に礼 儀 が あった ら,

そ れ は親 しき仲 で は ない。「親 しくなれば,み な兄弟 」

なの だ。 そうした 韓 国人 の情 の深 さに,日 本人 は 「い

い な」と思 う気 持 ち と「わ ず らわ しい な」と思 う気 持

ちの両 方 をもつ 。

　 ち な み に,「情 が 深 い 」ことを韓 国語 で は 「情 が 多

い 」とい う。まさに茶 碗 に盛 られ た大 盛 りの ご飯 や,

お 膳 に並 べ られ る皿 の数 の ように 「情 」も多 い。そ れ

は時 として,嫌 悪 感 を生 む ことさえ あ るので はな い

だろうか。

　 余談 になるが,こ の 「情 が多 い」を「多情 」と表す と,

日本 で は韓 国 に な い もう一 つ の意 味 が付 与 され てく

る。「多 情」を日本 語 の辞 書 で ひ くと,「愛 情 が深 い こ

と」とい う意 味 だ け で な く,「気 が 多 い こと,浮 気 」と

い う意 味 までつ いて い る。韓 国語 の 「多情 」は,純 粋

なの だ。

おわりに

　 韓 国 人の もて な しの 心,そ れ が 「情 」であ る。この

「情 」こそが,韓 国 文 化 を理解 するキ ー ワー ドとつ な

が って くる。 韓 国 の初代 文 化 庁 長官 にな った李 御寧

は,そ の著 『韓 国人の 心[増 補恨 の文化論]』(学 生社,

1982年)で,韓 国文 化 の キ ーワー ドの一 つ 「恨 」を次

の ように説 明 してい る。す なわ ち 「い ままで書 いた私

の 韓 国文 化 論 を,も し一 つ の ことば で 強 いて 要約 す

れ ば,そ れ は 『恨 の文 化』といえ る。

　 日本 語 で は 『恨 』も『怨 』も訓 読す れ ば,同 じ 『うら

み 』にな る。 別 に そ の違 い を 区 別 しな い の で あ る。

しか し韓 国 の場 合,『恨 』は 『怨 』とは まった く違 った

意 味 で さか ん に使 わ れて い る。『怨 』とい えば,他 人

に た い して,ま た は 自分 の外 部 の 何 か につ い ての感

情 で あ る。『恨 』は む しろ自分 の 内部 に沈 殿 し積 もる

情 の固 まりとい ってよい 」とい うの であ る。
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